
省

令

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報
政
令
第
三
百
三
十
一
号

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
四
千
三
百
七
十
九
億
円
」
を
「
千
八
百
二
十
七
億
円
」
に
、「
十
万
八
千
六
百
二
十
一
分
の
十
万
八
千
二

百
八
十
九
」
を
「
十
一
万
千
百
七
十
三
分
の
十
一
万
八
百
四
十
一
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後

に
締
結
す
る
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
保
険
契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
締

結
し
た
同
項
に
規
定
す
る
再
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
一
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
並
び
に
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
四
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行

政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

松
野

博
一

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
文
部
科
学
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
四
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号

及
び
第
六
号
」
に
改
め
、「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
」
の
下
に
「
第
七
号
並
び
に
」
を
、「
第
二
十
三
条
第
一
項

第
四
号
及
び
」
の
下
に
「
第
六
号
並
び
に
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

外
国
の
大
学
院
の
学
生
で
、
機
構
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

第
二
十
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

外
国
の
大
学
又
は
外
国
の
大
学
院
の
学
生
で
、
機
構
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

第
二
十
三
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

外
国
の
大
学
院
の
学
生
で
、
機
構
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
七
十
六
号

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
七
十
三
号
）第
十
条
及
び
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
昭

和
四
十
一
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
大
蔵
省
令
第
三
十
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
中
「
十
兆
八
千
六
百
二
十
一
億
円
」
を
「
十
一
兆
千
百
七
十
三
億
円
」
に
、「
四
千
三
百
七
十
九
億
円
」

を
「
千
八
百
二
十
七
億
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
三
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
以
後
に
締
結
す
る
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
保
険
契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

前
に
締
結
し
た
同
項
に
規
定
す
る
再
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
一
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
及
び
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
及
び
戦
略
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
「
、
戦
略
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
地
域
活

性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、「
・
第
百
四
十
条
の
二
」
を
「

第
百
四
十
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ

か
ら

ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

教
育
訓
練
施
設
等
に
対
し
、
計
画
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
に
係
る
支
援
と
し
て
再
就
職
先
で
の
職
務

の
遂
行
に
必
要
と
な
る
知
識
又
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
を
委
託
し
、
当
該
委
託
に
要

す
る
費
用
を
負
担
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

の
委
託
に
係
る
計
画
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
（
当
該
計
画
対
象

被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
九
箇
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該
計
画

対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て

の
再
就
職
を
実
現
し
た
当
該
計
画
対
象
被
保
険

者
の
再
就
職
先
の
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

第
百
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

イ

か
ら

ま
で
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

教
育
訓
練
施
設
等
に
対
し
、
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
に
係
る
支
援
と
し
て
再
就
職
先
で
の
職

務
の
遂
行
に
必
要
と
な
る
知
識
又
は
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
の
実
施
を
委
託
し
、
当
該
委
託
に

要
す
る
費
用
を
負
担
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

の
委
託
に
係
る
支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
（
当
該
支
援
書

対
象
被
保
険
者
が
四
十
五
歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
九
箇
月
）
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
当
該

支
援
書
対
象
被
保
険
者
の
再
就
職
を
実
現
し
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

資
本
金
、
資
金
、
人
事
、
取
引
等
の
状
況
か
ら
み
て

の
再
就
職
を
実
現
し
た
当
該
支
援
書
対
象
被
保

険
者
の
再
就
職
先
の
事
業
主
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
の
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。
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